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1.　衣材料の透湿性が 衛生上重 要なことは言をまたな

い。 蒸発法応用 の広義 の透湿性 を究明し てい るが， 前報

で，水蒸気 圧との関係お よび同 間隙， 異繊維の試料によ

'0, 繊維材料 の影響 につい て報 告し たので，本報では同

一 繊維，異間隙 の試料 につい て行ない ，透湿 の関係式を

与え るこ とを目的 とする。

2.　前報 の通 りであ る が略 記す る と， 表面温度が約

36°Cに保 たれ た面 に20×20cm の試料を のせ，そ の間に

10×10cm,.  2g 吸水 の濾 紙をはさみ一 定の荷重 をす る。

５分毎に 濾紙を とｐ出し て秤量瓶に入れ秤量 する。試布

も同 様に行なう。 濾紙 の蒸発度 曲線 と，布 の重量変 化曲

線 がほぼ安定し 定常と認 められ た範囲 を平均し定常 蒸発

量 とする。 それぞれ の試料 のcover factor を算 出する。

3. 透 湿量は空隙{  1 ― K （cover factor ）} に大体対

応 する。 ただし 疎水性 のものは空隙 の少ない ある範囲に

入 ると不連続点がある。つ ぎの式 を与 えた。

V= α（l  一一P ）  1‾K十㎡,十＆

Ｖ： 蒸発量　Ｐ： 水蒸気 圧　Ｚ：時 間

1－K ： 空隙　が：水 分率/lOO


